
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Journal of Biofunctional Finding 

Vol.3 No.1 （第 3 巻第 1 号） 

〈 ＣＯＮＴＥＮＴＳ 〉 
目次 

 

PAPER （投稿論文） 

［Original article （原著）］ 

〇Three-dimensional technical comparison of foot bathing method in nursing technology 

（看護技術における足浴法の立体的技術比較）・・・１ 

TSURUTA Eri, KIYOKAWA Takuma 



  Journal of Biofunctional Finding Vol.３ No.１ 

PAPER （投稿論文） 

1 

［Original article （原著）］ 

 

Three-dimensional technical comparison of foot bathing method 

in nursing technology 

看護技術における足浴法の立体的技術比較 

 

TSURUTA Eri, KIYOKAWA Takuma 

鶴田恵里1, 清川拓馬2 

 

Abstract 

In this study, we conducted practical experiments and a comprehensive comparison of various aspects of the 

fundamental nursing technique known as foot baths, including their types and effects. 

As a result, we found that foot bathing methods have distinct branches in terms of manual techniques and 

equipment used, and these branches lead to different outcomes. Specifically, we categorized open-style foot baths 

as hygiene-maintaining, sealed-style foot baths as temperature-preserving, artificial carbonated baths as skin 

temperature-maintaining, and aromatherapy foot baths as relaxation-focused. Understanding these unique 

characteristics is essential for selecting the most suitable method for individual patients. Moreover, by adjusting the 

techniques and materials employed, the potential applications of foot baths can be expanded. 

 

本研究では基本的な看護技術である足浴についてその種類やその効果などを実践し、立体的に比較した。 

その結果、足浴方法には手技や物品に分岐点が存在し、その分岐によって効果が異なることが分かった。 

また、開放式足浴法は衛生保持型、密封式は湯温の保持型、人工炭酸泉は皮膚温の維持型、アロマはリラクゼーション型と分類でき、 

各特徴を理解した上で患者に適した方法を選択することが必要であり、手技や物品の足し引きで足浴の可能性が広がると考える。 

 

Key Word： 足浴 開放式 密封式 人工炭酸泉 アロマ 

 

 

Ⅰ はじめに 

看護技術において、開放式足浴法は初期の教育にお

いて学習を行う項目であり、教育の進行とともにアロマオ

イルや入浴剤などを使用する方法を学ぶことも多い。足

浴法では、単なる足部の洗浄だけでなく、患者の希望や

状態に合わせた物品や方法を用いるなど、リラクゼーショ

ン目的で実施することもある。さらに文献を検討してみる
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と、様々な足浴法が実施されていた。 

そこで足浴法にはどのような種類があり、効果の違いや

要因、物品や手技の違いについて明らかにすることが、手

技の選択や患者の満足度につながると考えた。 

本研究では、足浴法の種類とその効果の違い、物品

や手技の分岐点について、立体的に比較し、考察した。 
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Ⅱ 研究方法 

１ 文献検討 

医中誌 Web 版(Ver.5)を用いて文献検索を行った。

キーワードは「足浴」「密封式」「人工炭酸泉」「アロマ」

とした。また、月間ナーシング 2006(1 月～12 月)、看護

技術(1 月～12 月)、日本看護学会誌(1990～1997)、

看護総合 (2000～2008)これらの雑誌、紀要など目

次・内容から足浴に関する論文を収集した。 

 

2 足浴法の実施 

ⅰ対象者 

本研究へ承認が得られた足浴技術を学習済みの女

性看護学生 8 名(年齢 22～23 歳)を対象とした。 

ⅱ倫理的配慮 

倫理的配慮として個人情報保護法を順守し、研究

関係者以外に漏れないようデータの管理を行った。研究

に関しては、いつでも本人の申し出により辞退できるもの

とし、その際までに得られたデータは速やかに破棄すること

とした。 

ⅲ観察期間 

平成 26 年 10 月 6 日～平成 26 年 10 月 14 日 

ⅳ実験環境 

シールドルームにて足浴法の実施・観察を行った。患

者役にはベッド上にて仰臥位になってもらった。実施者か

ら見えやすい位置に手順表(表 1～４)を配置した。必要

物品はワゴンに乗せた状態である。カメラの位置は足浴

実施中の看護師役の手元が映るように設置した。 

ⅴ実験方法 

対象者 8 名を２名ずつ４つのグループに分け、さらに足

浴実施者、対象者の役を与え足浴４パターン(開放式足

浴法・密封式足浴法・人工炭酸泉足浴法・アロマを使っ

た足浴法)を連続で実施し、定点カメラで足浴開始から

終了まで撮影した。各足浴法を開始する前に手順表

(表 1～4)を足浴実施者に渡し、５分間の学習時間を設

けた。ただし、足浴実施中も手順表を確認してもよいとし

た。必要物品を準備した状態から撮影を開始した。一つ

の足浴法が終了するごとに実施者・被験者に感想を聞

いた。トレーニング効果を除くために１グループごとに足浴

法の順番を入れ替え連続で実施してもらった。 

ⅵ分析方法 

ⅰの文献検討で作成した表をもとに各手順に画像を

当てはめ、文献検討から考察した物品・手技の分岐点

を明らかにした。 

 

Ⅲ 結果 

1 文献検討 

4 種類の足浴法を表５～８に示す。 

開放式足浴法は(表 5)のようにまとめられる。必要物

品では、開放 B のみ大ピッチャーに水を入れている。また

開放 B と開放 C は汚水用のバケツ以外に温湯を入れる

バケツを用意している。手順では、開放 C と開放 D のみ

マッサージを行っている。開放 A～E の効果として清潔保

持、爽快感、リラクゼーションが共通している。開放 A・B・

C・E は血液循環の促進、開放 A・C・E は睡眠の促進、

開放 D はコミュニケーションの機会になると述べている。足

浴法の評価は E の文献のみ書かれていた。 

密封式足浴法は(表 6)のようにまとめられる。物品では、

ビニール袋が必要であるが密封 B ではビニール袋の大きさ

の指定はない。オリーブ油を使用しているのは密封 A のみ、

防水シーツを使用しているのは密封 B のみであった。湯

温の設定は密封 A・B は 38℃前後であるのに対し、密封

C は 40～42℃である。手順では、密封 C は洗浄せず、

湯浴のみであった。効果では密封 A～C は血液循環の

促進、リラクゼーション効果があると書かれていた。 

また、密封 A・B ではビニールを使用し密封することで

湯温の保温効果があると述べている。さらに、密封 A から

は防水効果と加湿面積が広い、密封 B からは睡眠を促

す効果があるということが分かった。評価方法は血液循

環、皮膚の温度、対象の主観的評価が共通していた。

密封 B は洗浄効果の評価、密封 A では洗浄に加え、バ

イタルサイン、皮膚の状態、局所の圧迫、損傷も評価に

入れている。 

人工炭酸泉足浴法(表 7)のようにまとめられる。必要

物品では炭酸 B・C が発泡スチロール製の足浴器を使用

している。また、炭酸 B は湯温を一定にするため、ヒーター

付きモニターを装着している。炭酸 A・C は入浴剤、炭酸
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B は人工炭酸泉装置を使用している。炭酸 D は人工炭

酸泉と入浴剤、淡水の効果の比較なので両方使用して

いる。手順では、足浴前に炭酸 A では 30 分の安静臥

床、炭酸 B では 5 分間の安静座位、炭酸 C では 20 分

間の安静臥床をとっている。湯浴を行う時間は炭酸 A が

20 分、炭酸 B が 30 分、炭酸 C・D が 10 分である。炭

酸 A～D は下肢の皮膚温の上昇、血流量増加が共通

の効果で書かれていた。湯温の保温性、足浴終了後も

保温効果は持続すると書かれていたのは炭酸 A のみであ

る。さらに、炭酸 A・C では爽快感やリラックス効果など対

象者の満足度も高いと述べる。しかし、炭酸 C では、炭

酸泉に匂いがきついとマイナス評価もあった。評価方法で

は炭酸 A～D は皮膚血流量、皮膚温が共通している。

炭酸 A～C は血圧、脈拍、炭酸 A・B は体温、炭酸 A

は湯温の温度も測定し評価を行っている。 

アロマを使用した足浴法は(表 8)のようにまとめられる。

必要物品では足浴器、湯温、湯量、ラベンダーオイルは

共通している。アロマ B のみタオル・防水シーツ・安楽枕・

掛布団の物品が追加されている。手順についてはアロマ

B・D のみ湯温を一定にするため差し湯をしている。アロマ

A～D では足浴前に 15 分間の安静臥床をとり、足浴時

間は 10 分、仰臥位で行うとしている。また、アロマ A・D は

アロマを付加していることを伝えず、アロマ C はリラクゼーシ

ョン効果がある香りが付加されていることを教示している。

効果についてはリラックス効果、心拍数、呼吸数の減少、

眠気の増加、気分改善の効果が共通して書かれていた。

評価の指標は心拍数、脳波(EEG)、筋電図(EMG)、心

電図(ECG)、POMS、KSS であり、アロマ C のみ指尖部、

腋窩深部温も測定している。 

 

2 実験結果 

開放式足浴法の実験結果を(表９)にまとめる。洗浄

時間は平均 63.25秒(約 1 分)、湯浴時間は平均 140.75

秒(約 2 分)、上がり湯は平均 35.5 秒、かけ湯は平均

16.0 秒であった。洗浄時は B のみ左足から洗浄していた。

かけ湯をする時、ACD は小ピッチャー、B は大ピッチャーで

行っている。A は上がり湯を行うときにマッサージを 41 秒間

行い、C は洗浄時・上がり湯を行うときに足指・足首を中

心に石鹸成分を落としながらマッサージを 23 秒行ってい

た。開放式足浴法の所要時間は平均 7.75 分であった。 

この足浴に対して被験者は「お風呂に入ったみたいで

気持ちがよい」「洗っただけという感じがした」｢リラックスした

気がしない｣という感想が得られた。実施者は「温度に配

慮した」「他の足浴法と比べ物足りなさを感じた」「手順が

多いとリラックスできなさそう」とうい感想が得られた。 

密封式足浴法の実験結果を(表 10)にまとめる。洗浄

時間は平均 66.5 秒(約 1 分)、湯浴(ビニール袋で密封)

は平均 339.75 秒(約 5 分)、上がり湯は平均 24.75 秒、

かけ湯は平均 19.75 秒であった。ACD は小ピッチャーで B

は大ピッチャーで上がり湯を行っていた。上がり湯時にマッ

サージを行っているのは A のみで時間は 1 分 31 秒であっ

た。密封式足浴法の所要時間は平均 17 分であった。 

密封式足浴法に対して被験者は「ビニール袋を使って

密封した時に保温効果を感じた、ずっと温かかった」「膝

下から蒸されている感じがしてとても気持ち良かった」「だ

んだんと温かくなった」「ビニールの上の掛け布団をかけた

時、さらに温かかった」という感想が得られた。実施者は「5

分経っても湯が温かいと感じた」「ベースンが重くビニール

袋を引き上げることが困難であった」「ビニール袋の扱いが

難しい」という感想が得られた。 

人工炭酸泉足浴法の実験結果を(表 11)にまとめる。

湯浴(炭酸入浴剤入り)は平均 291.0 秒(約 4 分)、上が

り湯は平均 26.0 秒、かけ湯は平均 20.0 秒であった。B の

み湯浴の途中、差し湯をし、かけ湯は大ピッチャーで行っ

ていた。A は湯浴時にマッサージを行っていた。人工炭酸

泉足浴法の所要時間は平均 11.75 分であった。 

被験者の感想として「シュワシュワして気持ちよい」「足

がぽかぽかする」「効果の説明があったらより足浴の効果

を実感できそう」「汚れがとれた気がしない」という感想が

得られた。実施者は「入浴剤が直接皮膚にあたらないよ

うに配慮した」「香りがよくリラックス効果がありそう」「入浴

剤をいれるだけで楽だった」「匂いがきついと思った」という

感想が得られた。 

アロマを使用した足浴法の実験結果を(表 12)にまとめ

る。湯浴(アロマ入り)は平均 313.0 秒(約 5 分間)、上がり

湯は平均 32.75 秒、かけ湯は平均 19.25 秒であった。湯
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浴中の 5 分間、A はマッサージ・差し湯を行い、C は足首

にかけ湯を行っていた。ACD は小ピッチャーで B は大ピッチ

ャーで上がり湯を行っていた。アロマを使った足浴法の所

要時間は平均 11.5 分であった。 

被験者は「いい匂いがした」「リラックスできた」「眠たくな

った」「湯浴している間にお湯が冷えて寒かった」という感

想が得られた。実施者は「いい匂いで実施しているほうも

気持ち良い」「患者の好みに合わせた匂いの種類・強さの

確認が必要だと思った」「湯に足がしっかり浸かるように配

慮した」という感想が得られた。 

 

Ⅳ 考察 

結果 1 より足浴の種類や必要物品・手技・効果の違

いについて(表 13)にまとめた。物品の違いでは、洗浄に必

要な石鹸やウォッシュクロス、密封するためのビニール袋、

温湯に入れる炭酸入浴剤、アロマオイルが異なる。手技

では洗浄の省略や設定温度の違い、湯に質の工夫とい

った違いがあると考えた。効果では全ての足浴法で皮膚

温の上昇とリラクゼーション効果、血液循環促進がある。

洗浄の効果が高いのは、開放式足浴法と密封式足浴

法であり、湯温の保温性が高いのは、密封式足浴法と

人工炭酸泉足浴法である。傾眠効果があるのは開放式

足浴法、密封式足浴法、アロマを使用した足浴法であ

り、防水度が高い、加湿面積が広いのは密封式足法の

みである。足浴後の保温効果、満足度が高いのは人工

炭酸泉足浴法であると考える。 

結果 2 より各足浴法の効果を構成する手技について

考える。開放式足浴法での皮膚温の上昇は湯浴・上が

り湯・かけ湯、リラクゼーションは湯浴・洗浄・マッサージ

36）、傾眠効果は一定時間の湯浴、血液循環の促進は

湯浴・洗浄・上がり湯・かけ湯・マッサージ 35)という手技

によってもたらされると考える。 

密封式足浴法では、ビニール袋で足浴器を密封し、そ

の上に掛け布団をかけるという手技によって保温効果が

保たれると同時に防水効果も期待できる。皮膚温の上

昇では、湯浴・ビニール袋で密封し掛け物をかける・上が

り湯・かけ湯を行うという手技が関係していると考える。さ

らに、リラクゼーション効果は一定間お湯に浸す・上がり湯

を行う、傾眠効果は一定時間の湯浴、血液循環の促進

はビニール袋で密封・上がり湯・かけ湯・マッサージという

手技によってもたらされると考えた。 

人工炭酸泉足浴法について、炭酸入浴剤を入れる・

差し湯という手技によって湯温の保温性は保たれていた。

また、皮膚温上昇は温湯に炭酸入浴剤を投入・湯浴、

リラクゼーションは湯浴・炭酸入浴剤の投入・上がり湯・

足し湯(B のみ)という手技によってもたらされる効果である

と考える。さらに、足浴後の保温効果は炭酸入浴剤を投

入することで持続し、血液循環の促進は湯浴に炭酸入

浴剤を投入・上がり湯・マッサージ(A のみ)・足し湯(B の

み)が関係していると考えた。 

アロマを使用した足浴法では、皮膚温の上昇は湯浴・

上がり湯・かけ湯・差し湯、リラクゼーションは、ラベンダー

オイル・上がり湯・マッサージを行うことによってもたらされる

効果であると考える。また、傾眠効果はアロマオイル、血

液循環の促進は湯浴・上がり湯・かけ湯・差し湯(A のみ)

という手技が関係していると考える。 

次に分岐点を探すため、各足浴法を構成する足部の

洗浄、湯浴の方法やお湯の質への工夫といった主の手

技について考える。開放式足浴法は湯浴＋洗浄、密封

式足浴法はビニール袋で密封し湯浴を行う＋洗浄、人

工炭酸泉足浴法は温湯に炭酸入浴剤をいれ湯浴を行

う、アロマを使用した足浴方法は温湯にアロマオイルをい

れ湯浴を行うが各足浴法の主となる手技であり、分岐点

であると考える。 

また、それら主の手技に患者の安全・安楽な体位の調

整、かけ湯、上がり湯といった副の手技が付属している。

さらに、今回の実験では、手順表に記載されていないマッ

サージや差し湯など実施者オリジナルの手技がみられた。

実施者がそれらを行った理由として「マッサージした方がよ

りリラックスするのではないかと思った」「お湯が冷え、寒そ

う」という考えがあった。実際にマッサージ 36）には皮膚血

流量の増加やリラックス効果があり、足し湯を行うことで湯

温の温度は保たれる。 

主の手技がもたらす効果、被験者の感想をもとに各足

浴方法が何に特化しているのかについて考える。開放式

足浴法は、足部を洗浄し湯浴を行うことで「お風呂には
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いったように気持ちがいい」という感想を得られた。このこと

から開放式足浴法は衛生的援助に特化した技術である

と考える。 

密封式足浴法は、ビニール袋で足浴器ごと包んだ状

態で湯浴を行うことにより「ずっとお湯が温かい」「膝下から

蒸されていて気持ちがよい」という感想が得られた。このこ

とから、密封式足浴法は温湯の保温持続に特化した足

浴法だと考えられる。 

人工炭酸泉足浴法は、炭酸入浴剤を使用し湯浴を

行うことで「足がぽかぽかする」「発泡作用が心地よかっ

た」という感想が得られた。このことから人工炭酸泉浴は

皮膚の保温に特化した足浴法であると考えられる。 

アロマを使用した足浴法は、アロマを使用し湯浴を行う

ことで「いい匂いでリラックスできた」「眠たくなった」という感

想が得られた。このことから、アロマ足浴法はリラクゼーショ

ンに特化した足浴方法であると考える。しかし、期待する

効果のみではなく被験者からは「洗っただけ」「リラックスし

た気がしない」「汚れが落ちた気がしない」「湯浴中にお湯

が冷えて寒かった」というマイナスの感想があったことから副

の手技が重要になるのではないかと考える。 

以上のことから足浴法の手技や効果は一通りでなは

く、物品や手技に分岐点が存在する。足浴は単に足部

を清潔に保つための援助ではなく、物品や手技の足し引

きで可能性が広がる援助であると考えられる。また、その

効果は足部のみではなく全身的・生理的・生化学的影

響がある。よって、足浴という技術は患者の状態や希望

にあわせた活用法が期待される。どの足浴方法を活用す

るかは対象者の全身の様子や患者の希望を聞き、足浴

法を検討するべきではないかと考える。 

 

Ⅴ 結論 

文献検討を行い実際に被験者に足浴法を実施しても

らった。その結果、次のような結果が得られた。 

・足浴方法には手技や物品に分岐点が存在し、その分

岐によって効果が異なってくる。 

・開放式足浴法は衛生保持型、密封式は湯温の持続

型、人工炭酸泉は皮膚温の維持型、アロマはリラクゼー

ション型である。 

・各足浴方法の特徴を理解した上で患者に適した方法

を選択する必要がある。 

・手技や物品の足し引きで足浴という技術の可能性が広

がるのではないかと考える。 
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